
令和6年5月発行

　令和６年１月に、静岡県防災・原子力学術会議（原子力分科会、地震・火山対策分科会　合同会議）が開催さ
れました。会議では、原子力規制委員会の審査会合で「おおむね妥当」と評価された基準地震動（設計の基準と
なる地震の揺れ）等が議論されました。委員から、県民に正しく理解してもらうために分かりやすい説明を求め
る意見等がありました。

令和5年10月～12月の環境放射能の調査結果

200　静岡県防災・原子力学術会議（以下「学術会議」という。）は、静岡県民が
直面する自然災害や浜岡原子力発電所の防災対策について県民へ情報発信す

ることを目的に、平成 22年４月に発足しました。
　学術会議は、より広い観点から考察する分野の有識者で構成され、分科会・専門部
会の下部組織を設けています。
　

静岡県防災・原子力学術会議とは
何ですか？

　令和5年10月から12月の調査結果では、浜岡原子力発電所からの環境への影響は認められ
ませんでした。

等

   前ページまでの環境放射能の測定を行った期間中（令和5年10月～12 月）、浜岡原子力発
電所の１号機及び２号機は廃止措置中であり、３号機、４号機及び５号機は運転停止中でした。
　なお、令和6年3月 19日現在、３号機、４号機及び５号機については定期事業者検査及び
地震・津波・重大事故対策等を実施しています。
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原子力経済性等検証専門部会

・その他本県内における電力の安定供給のために必要な協議に関すること
・原子力発電の立地、運転維持及び安全対策等に係るコストの検証に関すること

・津波対策に関する検証、提言に関すること 

・地震・火山対策に関する検証、提言に関すること 

・浜岡原子力発電所の防災対策に係る科学・技術の検証に関すること 
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放射能の強さを表す単位

代表的な試料の放射性セシウムの測定値の最大値

代表的な試料の放射性ストロンチウムの測定値の最大値

測定結果から、自然放射線による外部被ばく線量は、年約0.29mSvと推定されます。（日本平均約0.33mSv、世界平均約0.48mSv※）

（1時間平均値および10分間平均値の最大値）

　期間中に測定した空間放射線
の線量率を、1時間毎、10分間毎
に平均して算出し、その中で、最大
になったものを表記しています。
 被ばく線量の推定や評価のため
「1時間の平均値」を用い、放射線
量の変動をより細かに知るために
「10分間の平均値」を用います。
（左の図のように10分間の最大
値の方が、1時間の最大値より値
が大きくなります。）

※　測定した９試料29検体のうち、２試料２検体（土壌１検体、みかん１検体） *食品衛生法に基づく基準値(参考欄参照)

浮遊塵 測定値：ミリベクレル／m3 土壌
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令和5年10月～12月の
浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果
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※新版 生活環境放射線（国民線量の算定）平成23年12月（原子力安全研究協会）から引用
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食品衛生法に基づく食品の
放射性セシウムの基準値参 考
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参考：原子力規制庁が行
った全国の環境放射能
水準調査結果(R3)の平
均値は0.00079ベク
レル/ℓでした。

※令和2年度から測定を
開始したため、過去の値
はありません。

はまぐり 測定値：ベクレル／kg生海底土 測定値：ベクレル／kg乾土
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　モニタリングステーション（14か所）において、常時、空間放射線の量を測定しています。
令和5年10月から12月の間の測定結果で過去5年の最大値を超えた地点はありませんでした。
測定された値は、東電事故等の影響は認められず、自然放射線由来のものです。

　浮遊塵や農水産物などについて、放射能を測定しました。令和5年10月から12月の間に測定
した試料の一部※は、過去（震災前）5年間の最大値を上回りましたが、いずれも国の基準*等
を大きく下回るものでした。検出された放射能は、過去の核爆発実験などの影響によるもの
や、東京電力 福島第一原子力発電所の事故の影響によるものと推定しました。

日常生活と放射線参 考

自然放射線の日本平均
約2.1ミリシーベルト/年 の内訳人工放射線被ばくの例


